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１－２．開講科目と修了要件単位数（博士前期課程） 

2025年度の開講科目および担当教員は次のとおりです。※修了要件単位数：合計30単位以上 

【研究科目】通年科目 

 必修／選択 科目名 単位数 担当者 備考 

研 

究 

科 

目 

必修 

（3科目 

6単位必修） 

英 語 学 研 究 2 P . R . M o r r o w 原則、1年次に3
科目とも履修し

てください。 

英 米 文 学 研 究 2 西 村 美 保 

英 語 教 育 学 研 究 2 A . R o g e r 

選択 

（8科目 

16単位以上 

選択） 

アカデミック・イングリッシュⅠ 2 K.Nakamura 

1 年次に 6 科目

12単位まで履修

できます。 

アカデミック・イングリッシュⅡ 2 T.Putintseva  

談 話 分 析 研 究 2 P . R . M o r r o w 

英 語 音 声 学 研 究 2 城  哲 哉 

言 語 学 研 究 2 有 薗 智 美 

イギリス文学研究Ⅰ 2 M . A . T a y l o r 
イギリス文学研究Ⅱ 2 M . A . T a y l o r 
アメリカ文学研究Ⅰ 2 村 山 瑞 穂 

異文化間コミュニケーション研究  2 M.A.Da₋anoy 
第二言語習得論研究 2 A . R o g e r 
英語教育方法論研究 2 市 川 新 剛 

英 語 教 育 工 学 研 究 2 中 川 右 也 

教 育 心 理 学 研 究 2 谷 口  篤 

【演習科目】2年継続科目 

 必修／選択 科目名 単位数 担当者 備考 

演 

習 

科 

目 

指定必修 

（演習1科目 

8単位必修） 

英 語 学 論 文 演 習 8 今 仁 生 美 入学時に配属

された所属演

習（ゼミ）の演

習科目を履修

しなければな

りません。 

英 米 文 学 論 文 演 習 8 西 村 美 保 

英語教育学論文演習 8 

P .R .M o r r o w  

新 多  了 

浦 野  研 

高 橋 美 由 紀 

※ 必修・選択科目の履修について 

1 年次には論文演習科目のほか、必修研究 3 科目および選択研究 6 科目の取得をめざします。2 年次

は残りの選択研究 2 科目を履修しつつ、修士論文の作成に集中するようにします。1 年次の選択研究科

目の受講は、「必修研究科目」については通信指導と面接指導（スクーリング）を、「選択研究科目」に

ついては通信指導を受け、課題レポートを提出します。課題レポートや試験（科目によっては課題レポ

ートのみ）が指導教員によって適格と判定されれば単位を取得できます。 

 

１－３．講義の実施方法と単位認定（博士前期課程） 

通信制大学院は、通学制と異なり、基本的な学修研究形式は、通信指導による自宅での自学自習です。

普段はレポートや質問票などを提出する形で学修研究の進捗状況を示し、教員にコメントを求めること

が基本となります。必修科目および論文演習科目については、通信指導に加えてスクーリングによる面

接指導も実施します。大学院での学修研究は主体性が重んじられます。特に修士論文の作成は、教員か

らの指示を待つのではなく、自主的に資料調査などをおこない、研究を進めていく姿勢が必要です。ス

クーリング時には、担当教員および他の受講生とのディスカッションや研究経過の口頭発表などをとお

して研究内容を深めていきます。 

 １）通信指導 

「シラバス」に従って、各科目の指定教材、参考文献などを自宅で学修し、与えられた課題に対して

指定期日までにレポートを提出します。指定教材の学修およびレポートの作成段階で、適宜、担当教員

より添削・指導を受け、作成されたレポートが｢適格｣であれば、当該科目の試験（筆記または在宅試験）


